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１ 令和６年度当初予算総額

当初予算の予算額を紹介します

一般会計

５７５億６千万円
前年度⽐ ＋５.５％

特別会計
９会計

２５８億４千万円
前年度⽐ △ ０.８％

企業会計
３会計

５６億９千万円
前年度⽐ +０.６％

全会計総額

８９１億円
前年度⽐ ＋３.３％

※千円以下端数調整のため
合計額に相違が生じています- 3 -



２ 令和６年度当初予算のトピックス

☆＝新規事業 □＝拡充事業子ども・子育て

コミュニティ
□⾃治会運営交付⾦ 126,035千円（予算概要︓Ｐ31）

これまでの運営交付⾦に加え、防犯灯電気料⾦⽀援分や⾼齢化率により交付する
活性化推進分などを拡充して交付します

□地区コミュニティ協議会運営交付⾦ 99,578千円（予算概要︓Ｐ33）
これまでの運営交付⾦に加え、防犯灯電気料⾦⽀援分を拡充して交付します

☆地区コミュニティ協議会高齢化対策事業 5,830千円（予算概要︓Ｐ33）
⾃治会への⾼齢者対策を独⾃に⾏う地区コミに対して補助を⾏います

☆テレビ難視聴⾃主共聴組合運営支援事業 2,000千円（予算概要︓Ｐ37）
地域住⺠が⾃主的に整備した共聴組合が所有する共同受信施設の維持管理経費の

⼀部補助を⾏います

☆⾃治会加入促進ポイント付与事業 1,440千円（予算概要︓Ｐ38）
転入者が⾃治会に加入した際に１世帯に対して５００ポイント分のSDGｓポイン

トをつんPayで⽀給します

☆＝新規事業 □＝拡充事業

当初予算のトピックスを紹介します

□子育て応援券支給事業 22,930千円（予算概要︓Ｐ59）
・第２子まで誕生⼀人につき ３万円分
・第３子以降誕生⼀人につき ５万円分
のデジタル地域通貨つんPay（以下つんPay）または商品券を⽀給します

出産・子育て応援給付⾦事業 81,741千円（予算概要︓Ｐ71）
・妊娠届出時 妊婦⼀人当たり５万円
・出生届出後 子ども⼀人当たり５万円を給付します

□産後ケア事業 6,781千円（予算概要︓Ｐ70）
これまで実施してきた産後ケア事業に、アウトリーチ型（訪問⽀援型）や甑島在

住の産婦に対する船賃助成を拡充します

☆共働き・共育て応援事業 1,000千円（予算概要︓Ｐ30）
男性の育児休暇取得や家事・育児への参画を促進する事業を⾏います

子ども医療費助成事業 412,774千円（予算概要︓Ｐ66）
子ども（１８歳に達した⽇以後の最初の３⽉３１⽇まで）の医療費の窓⼝負担分

について助成します

☆児童発達支援センター機能強化事業 9,383千円（予算概要︓Ｐ48）
障害児⽀援の質の向上を図るため、児童発達⽀援センターを機能強化します

☆学校給食費補助事業 82,086千円（予算概要︓Ｐ130）
物価⾼騰に伴う食材費上昇分について助成します
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２ 令和６年度当初予算のトピックス

ＳＤＧｓ・カーボンニュートラル

産業⼈材確保・移住定住戦略
☆若者就労支援事業（中高⽣ふるさと就職奨励⾦） 20,000千円（予算概要︓Ｐ38）

本市の⾼校新卒者または市内在住の市外⾼校新卒者（いずれも市内中学校卒者、⾼校中退者
含む）が、市内居住かつ市内の事業所に就職後６か⽉以上経過した場合、１０万円分のSDGｓ
ポイントをつんPayで⽀給します

□奨学⾦返還支援補助⾦ 15,000千円（予算概要︓Ｐ29）
大学や短期大学、専門学校等を卒業した者が市内居住かつ市内の事業所に就職した場合に、

在学期間に貸与を受けた奨学⾦等の返還を補助します
※令和５年10⽉以降に就職した⽅への⽀援を拡充します

□保育⼠就職支援⾦ 9,000千円（予算概要︓Ｐ60）
保育所等の新たな保育⼠の人材確保及び離職防⽌並びに市外からの移住促進のため、保育⼠

資格を有し、保育所等に保育⼠として新たに就職した者に対し、就職⽀援⾦を交付します
※令和６年４⽉１⽇以降の新規就労者のうち、２年⽬以降就労を継続した⽅への⽀援を拡充します

☆介護⼈材確保育成補助⾦ 1,500千円（予算概要︓Ｐ53）
介護職員の不⾜を解消し、人材の確保・定着を図るため、無資格の介護助⼿が介護福祉⼠の

資格を取得した場合に、当該者及び当該者が勤務している介護サービス事業所へ補助します

□新規就農支援⾦補助⾦（営農・畜産） 38,421千円（予算概要︓Ｐ84、87）
本市に住所を有する認定新規就農者に対して、就農⽀援資⾦の交付及び農業機械・施設等の

整備に要する経費の⼀部を助成します。また、親元やＵＩターン者で就農を希望する者が、農
家研修等を⾏う場合、就農準備資⾦を交付します

☆新規及び後継者漁業就業者支援事業補助⾦ 3,040千円（予算概要︓Ｐ94）
本市に住所を有する５０歳以下の新規及び後継者漁業就業者を⽬指す⽅に対して、漁業研修

期間中を含めた就業初期の⾃己負担（家賃、光熱水費等の実費）の軽減を図るため⽀援します

□SDGｓチャレンジ事業 19,827千円（予算概要︓Ｐ27）
これまで実施してきた市⺠向けのワークショップや職員向けの研修の実施、シンポジ

ウムの開催に加え、プロモーション及び小中学生への啓発活動等の充実を図ります

☆SDGｓポイント事業 27,070千円（予算概要︓Ｐ38）
SDGｓ理念の浸透及び地域内経済循環の創出を実現するため、

デジタル地域通貨プラットホーム「つんPay」を活⽤して、 SDGｓ理念の
実現に貢献する様々な取組に参加された⽅に対して、市内飲食店等で利⽤
可能な「SDGｓポイント」を付与します

☆薩摩川内市環境基本計画（第3期）策定事業 9,700千円（予算概要︓Ｐ42）
本市の恵み豊かな⾃然を次世代へ継承し、環境への負荷の少ない循環型社会を実現す

るために、令和7年度以降10か年の計画を策定します

☆カーボンニュートラル地域戦略推進事業 10,000千円（予算概要︓Ｐ43）
カーボンニュートラルの実現に向けて、トイレタリー製品プラスチック包装容器の資

源循環促進に向けた分別回収実証事業の実施や、甑島区域で島外搬出されている生ごみ
の処理対策について調査研究します

□資源ごみ分別推進事業 21,930千円（予算概要︓Ｐ44）
ごみの減量・再資源化のさらなる推進を図るため、リサイクル推進員の活動費やごみ

ステーション補助⾦及び生ごみ処理機器購入補助⾦を拡充します

☆＝新規事業 □＝拡充事業

☆＝新規事業 □＝拡充事業
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２ 令和６年度当初予算のトピックス

市誕⽣２０周年記念

ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）
※デジタル技術で社会や生活の形・スタイルを抜本的に変革し、よりよい価値をもたらすこと

☆中小企業DX支援事業 7,000千円（予算概要︓Ｐ99）
市内中小企業の労働生産性向上に資するDXを促進するために、機運醸成のためのセ

ミナーや専門家による⽀援を⾏います

☆清浦ダム監視カメラ設置事業 7,240千円（予算概要︓Ｐ97）
清浦ダム下流域の安全安⼼を確保するため、流量や河川水位を確認するカメラ等を設

置し、ダム制御室での的確な状況確認が可能な環境を構築します

□デジタル地域通貨プラットフォーム「つんPay」活⽤促進事業
18,000千円（予算概要︓Ｐ38）

つんPayを活⽤した地域内経済循環を促進するため、新たに実施するSDGｓポイント
事業の運営基盤を整備するとともに、つんPayをはじめとしたスマートフォンアプリの
操作⽅法等を地域住⺠にレクチャーするDX活⽤促進事業を実施します

□マルチ医療ＤＸ事業 11,540千円（予算概要︓Ｐ39）
市⺠の健康意識向上のため、令和５年度に構築した地域医療介護情報ネットワーク

「かごネット」の登録者が利⽤可能な健康管理アプリ「かごマイカルテ」の機能を拡充
します

□がん検診予約システム導入事業 3,505千円（予算概要︓Ｐ69）
がん検診の受診率向上を図るため、２４時間いつでも検診申込予約を受け付けること

ができるWEB予約システムを導入します

☆＝新規事業 □＝拡充事業

☆薩摩川内市誕⽣２０周年記念式典事業 4,384千円（予算概要︓Ｐ25）
市誕生20周年記念を市⺠とお祝いするとともに、市政発展のために功績のあった⽅の

表彰を⾏います

☆川内⼤綱引重要無形⺠俗文化財指定記念事業 2,000千円（予算概要︓Ｐ138）
川内大綱引が重要無形⺠俗文化財に指定されることを記念し、基調講演やパネルディ

スカッションなどのシンポジウムを開催します

☆清⾊城跡国指定20周年記念事業 1,500千円（予算概要︓Ｐ139）
「清⾊城跡」国指定２０周年を記念し、郷⼟愛醸成のための講演会やイベントを開催

します

☆薩摩川内ファンデー事業 5,160千円（予算概要︓Ｐ106）
市誕生２０周年を記念し、都市部において市内の事業者等による特産品の販売等を

通じて、販売促進及び販路拡大を図る物産展を開催します

☆薩摩川内市誕⽣２０周年記念ミュージックフェス 15,000千円（予算概要︓Ｐ106）
次世代を担う若者とアーティストによる、市⺠参加型のイベントを開催します

☆薩摩川内市誕⽣２０周年記念市⺠植樹祭 3,000千円（予算概要︓Ｐ92）
市⺠による憩いと安らぎを与える森づくりを⽬的とした植樹祭を開催します

☆＝新規事業 □＝拡充事業
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３ 電源⽴地地域対策交付⾦事業

⑴ 電源⽴地地域対策交付⾦とは
発電⽤施設の設置や運転の円滑化を図るため、電源地域の⾃治体で実施される公共⽤の施

設や地域住⺠の福祉、利便性向上を⽬的とした事業に対して交付されるものです。

本市は、電気の生産地である「九州電⼒株式会社川内原子⼒発電所」が⽴地するため電源
⽴地地域対策交付⾦対象地域となっています。

⑵ 川内原子⼒発電所１、２号機運転期間延⻑により新たに加算される交付⾦
川内原子⼒発電所１、２号機運転期間が延⻑されることに伴い、１号機が令和６年度に稼

働４０年を超えることとなり、交付される額が１億円加算（２０年間）されます。

※新たに加算される交付⾦を活⽤する事業【増額︓1億円】
子ども医療費助成事業 事業費︓4億1,277万円

（交付対象経費︓1億5,014万円に対し5,200万円交付⾦活⽤）

学校給食費補助事業 事業費︓ 8,209万円
（交付対象経費︓ 6,109万円に対し4,800万円交付⾦活⽤）

⑶ 交付⾦を活⽤するその他の主な事業【交付⾒込額︓16.2億円】
学校教育施設や公園施設、消防施設、保健センターなどの管理運営事業や地区コミュニ

ティ協議会活動⽀援事業などの継続事業に加え、川内河⼝大橋耐震補強事業や(仮)上甑島診
療所整備事業などの新規事業に活⽤します。

⑷ 交付⾦を活⽤した本市におけるこれまでの状況
発電所の建設に着⼯された昭和５３年度から令和４年度までに累計約４０２億７千万円

の交付を受けています。令和６年度においては、約１６億２千万円の交付を受ける予定で
す。

交付⾦交付対象年度となる川内原子⼒発電所建設着⼯年度（昭和５３年度）からこれ
までに、川内まごころ文学館やせんだい宇宙館、中央公⺠館、中央図書館、川内歴史資
料館などの公共⽤施設整備事業や、教育⽤コンピュータ整備事業、道路改良事業、橋梁
耐震補強事業、消防設備整備事業など幅広い事業に活⽤されてきました。

Ｒ６予定Ｒ５予定Ｒ４Ｒ３Ｒ２年度

１６．２１５．１１６．１１３．５１６．３交付額

■直近５年間の交付額 （単位︓億円）

電源⽴地地域対策交付⾦について紹介します
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４ 使⽤済核燃料税

⑴ 使⽤済核燃料税とは
川内原子⼒発電所の発電⽤原子炉から取り出した使⽤済核燃料で、使⽤済核燃料貯蔵

施設または再処理施設に搬出されるまでの間、同発電所施設内の使⽤済燃料貯蔵設備に
貯蔵されているものの⼀部について、総務大臣の同意を得て課税する税です。

原子⼒発電所の⽴地に伴う防災対策、市⺠の安全安⼼な生活の確保、環境対策などの
様々な事業を実施するための貴重な財源として活⽤されています。

⑵ 使⽤済核燃料税の更新・増収
令和６年度分からの使⽤済核燃料税については、５年に⼀度の更新がありました。
令和４年１０⽉に九州電⼒株式会社に更新の申入れを⾏い、令和５年１１⽉に総務大

臣の同意を得ています。

今回の更新において、１体当たり２７万円であった税率を、２９万円に変更しました。
これらにより、令和６年度の税収は約６，５００万円の増収になります。

⑶ 使⽤済核燃料税額の実績及び⾒込み
発電⽤原子炉設置者である九州電⼒株式会社から平成１６年度から令和５年度までに

累計約７７億２千万円の税が納められています。
税額は、４⽉１⽇現在で貯蔵されている使⽤済核燃料の数量に税率を掛けて算出され

ます。

税額
（千円）

課税体数
（体）年度

497,6101,843R2

513,2701,901R3

523,2601,938R4

534,0601,978R5

599,7202,068R6予定

１体あたり税率期間

２３万円H16〜H20

２５万円H21〜H25

２５万円H26〜H30

２７万円R1〜R5

２９万円R6〜R10

■１体あたり税率の推移 ■直近５年間の税額

※増収分の使⽤済核燃料税を活⽤する主な事業

☆ ⾃治会・地区コミ防犯灯電気代補助（1,900万円）
☆テレビ難視聴⾃主共聴組合運営補助（200万円）
□ リサイクル推進員活動費補助、一般廃棄物集積場整備補助（2,101万円）
□ 公設ごみステーションごみ分別指導等事業（270万円）
□ ⽣ごみ処理機器購入補助（92万円）
☆ ふれあい・いきいきサロン活動支援（150万円）
□ 消防団員報酬の増額（570万円）

なお、これまで同様、防災⾏政無線整備や消防資機材整備、避難道路や橋梁維持経
費などにも継続して活⽤します。

☆＝新規事業 □＝拡充事業

使⽤済核燃料税について紹介します
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５ 政策別の予算措置状況

未来創⽣
10ビジョン※2

アフターコロナを
⾒据えた

中期的展望※1

「第２次薩摩川内市総合計画」「アフターコロナを⾒据えた中期
的展望」「未来創生１０ビジョン」が⼿を取り合った６つの政策
別の予算措置状況を掲載します。

※1 アフターコロナを⾒据えた中期的展望
ＳＤＧｓ・カーボンニュートラル、デジタル社会構築の理念の下、５つ

の未来創生の実現を⽬指すもの
１．新ビジョンの策定
２．循環経済・産業拠点の創出 川内港臨海ゾーン
３．雇⽤の創出
４．交流の創出
５．甑島医療体制の整備

※2 未来創⽣１０ビジョン
未来への発展に向けた「未来創造ビジョン」と均衡ある発展に向けた

「地⽅創生ビジョン」により市⺠総⼒での改革発展を⽬指したもの
【未来創造ビジョン】 【地⽅創生ビジョン】

１．コロナ復興・スマートシティ １．人材の育成・活躍
２．産業経済 ２．コミュニティ・環境
３．文化・スポーツ・観光 ３．健康・福祉
４．社会基盤 ４．子ども・教育
５．定住促進・新たな国際化 ５．市役所改革

重点的に取り組む内容を紹介します
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５ 政策別の予算措置状況

コミュニティ・環境
健康・福祉
‣医療体制の充実・健康づくり
‣推進
子ども・教育
‣子育て⽀援の充実

新しく始まる事業をいくつか紹介します

21,250千円放課後児童クラブ運営臨時支援事業

常勤の放課後児童⽀援員を２名以上配置することが
できず、国・県の新たな補助基準が適⽤されない放課
後児童クラブに対し、放課後児童⽀援員の人材確保等
の運営に要する経費を⽀援します。

予算概要︓Ｐ63 放課後児童クラブ運営臨時⽀援事業

介護保険料の引き下げ

※介護保険事業特別会計
介護保険料標準⽉額について、これまでの6,200円から
6,100円に引き下げられます。

（令和６年度から令和８年度までの３年間）

6,781千円産後ケア事業（再掲）

これまで実施してきた産後ケア事業に加えて、アウトリーチ型（訪問⽀援型）や
甑島在住の産婦に対する船賃助成を拡充します。

予算概要︓Ｐ70 妊産婦・乳幼児⽀援強化事業

内容を拡充した事業の主なものを紹介します

1,500千円ふれあい・いきいきサロン活動支援事業

※介護保険事業特別会計
サロン会員の認知⼒向上のための活動に取り組んだサロンに対して、

その活動を⽀援します。

予算概要︓Ｐ55 ⼀般介護予防事業

甑島医療体制
の整備

Ⅰ 健康・福祉
健やかに⽣き⽣きと
暮らせるまちづくり

94事業 426億5,448万円
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５ 政策別の予算措置状況

新しく始まる事業をいくつか紹介します

9,700千円薩摩川内市環境基本計画（第3期）策定事業
（再掲）

本市の恵み豊かな⾃然を次世代へ継承し、環境への
負荷の少ない循環型社会を実現するために、令和7年
度から令和１６年度までの１０か年の基本計画を策定
します。

予算概要︓Ｐ42 薩摩川内市環境基本計画策定事業

社会基盤

‣国⼟強靭化促進(防災)

コミュニティ・環境

‣安全確保・防災対策

‣⾃然環境・生活環境・地球環境対策

‣田園地区・甑島地域の振興

5,000千円藺牟⽥池環境保全再⽣利活⽤事業

藺牟田池環境保全基本計画に基づき、「環境保全」と「賢明な利⽤（ワイズユー
ス）」に係る具体的な⾏動計画を策定します。

予算概要︓Ｐ42 藺牟田池環境保全再生利活⽤事業

5,940千円原子⼒災害時避難経路図作成事業

原子⼒災害時における避難経路図を新たに作成し、ＰＡＺ内及びＵＰＺ内の住⺠
に全⼾配付します。

予算概要︓Ｐ41 原子⼒災害時避難経路図作成事業

41,000千円⻄部消防署高規格救急⾃動⾞更新整備事業

災害や事故などの救急活動時に迅速・的確な対応を可能にするため、⾼規格救急
⾃動⾞を更新整備します。

予算概要︓Ｐ127 消防資機材整備事業

※PAZ内は、原子⼒発電所から概ね半径５km圏内、UPZ内は、概ね半径30km圏内のこと

Ⅱ ⽣活環境
快適で魅⼒的な
住み続けたいまちづくり
31事業 23億1,711万円
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５ 政策別の予算措置状況

新しく始まる事業をいくつか紹介します

5,050千円東部区域デジタルスタンプラリー事業

東部区域の関係人⼝の拡大や経済効果の増大を⽬指
して、観光施設や飲食店、物産館などでスタンプを集
め、東部区域の特産品を景品としたスタンプラリーを
⾏います。

予算概要︓Ｐ106 旅⾏誘客事業

内容を拡充した事業の主なものを紹介します

1,000千円農業認証制度取得助成事業

農業者や農業法人が、販路拡大等を⽬的に新たに認証取得を⾏った場合、その取
得に要した経費の⼀部を助成します。

予算概要︓Ｐ83 農業認証制度取得事業

8,000千円観光誘客チャレンジイベント支援事業

観光の振興、地域の活性化を図るため、観光資源（景観、歴史、⾃然、
文化産業など）をより広くＰＲできるイベントについて、団体数を拡充
して⽀援します。

予算概要︓Ｐ107 観光イベント事業

コロナ復興・スマートシティ
産業経済
‣商⼯業振興・企業連携推進
文化・スポーツ・観光
‣観光地域づくり・地元盛り上げ
コミュニティ・環境
‣⾃然環境・生活環境・地球環境

対策

7,000千円中小企業DX支援事業（再掲）

市内中小企業の労働生産性向上に資するDXを促進するために、機運醸成のための
セミナーや専門家による⽀援を⾏います。

予算概要︓Ｐ99 企業⽀援事業

雇⽤の創出

Ⅲ 産業振興
地域の豊かな個性で活⼒を
⽣み出すまちづくり
86事業 20億4,602万円
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５ 政策別の予算措置状況

新しく始まる事業をいくつか紹介します

244,774千円防災⾏政無線システム更新事業

地震や台風などの災害時に、いち早く正確な情報を
伝える設備である防災⾏政無線システムの基幹部分の
更新を⾏います。
〔令和６年度から７年度までの継続事業〕

予算概要︓Ｐ41 防災⾏政無線システム更新事業

20,000千円若者就労支援事業（再掲）
（中高⽣ふるさと就職奨励⾦）

本市の⾼校新卒者または市内在住の市外⾼校新卒者（いずれも市内中学校卒者、
⾼校中退者含む）が、市内居住かつ市内の事業所に就職後６か⽉以上経過
した場合、１０万円分のSDGｓポイントをつんPayで⽀給します。

予算概要︓Ｐ38 デジタル地域通貨プラットフォーム「つんPay」事業

コロナ復興・スマートシティ
文化・スポーツ・観光
社会基盤
‣川内港整備・利活⽤促進
‣国⼟強靭化促進（防災）
定住促進・新たな国際化
‣移定住促進
コミュニティ・環境
‣買い物不便。地域交通対策

13,000千円都市計画マスタープラン策定事業

久⾒崎みらいゾーン開発地における、⼟地利⽤の整序を含めた都市計画に関する
基本的な⽅針として、都市計画マスタープランを作成します。

予算概要︓Ｐ119 都市計画マスタープラン策定事業

2,500千円地域公共交通⼈材確保等助成事業

地域公共交通の人材確保を図るため、市内の交通事業所に就職した６５歳以下の
バス、タクシー運転⼿に対して助成します。

予算概要︓Ｐ100 コミュニティバス等利⽤促進事業

循環経済・産業
拠点の創出

Ⅳ 社会基盤
安全性と利便性の質を
高めるまちづくり
63事業 54億6,039万円
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５ 政策別の予算措置状況

新しく始まる事業をいくつか紹介します

265千円祁答院小学校の開校

祁答院地域の小学校再編に伴う祁答院小学校の開校
式を⾏います。

開校式︓令和６年４⽉８⽇（⽉）

予算概要︓Ｐ132 祁答院小学校開校事業

内容を拡充した事業の主なものを紹介します

8,000千円スポーツフェスタ事業

市⺠運動会をリニューアルし、子どもから⾼齢者まで市⺠誰もが、気軽に
スポーツを楽しむきっかけづくりと運動能⼒・競技⼒向上につながるよう、
⾃由参加で様々なスポーツが体験できるイベントを実施します。

予算概要︓Ｐ108 スポーツフェスタ事業

文化・スポーツ・観光
‣芸術文化振興・スポーツ振興
・合宿誘致
定住促進・新たな国際化
⼈材の育成・活躍
‣生涯学習の推進
⼈材の育成・活躍
コミュニティ・環境
健康・福祉
子ども・教育
‣学校教育の充実

10,800千円特別奨学資⾦給付事業

向学⼼が強く学業が優秀であるにもかかわらず、経済的理由により⾼等学校への
修学が困難な学生に対する奨学資⾦給付について、対象者をこれまでの
４０人から６０人に拡充して⽀給します。

予算概要︓Ｐ131 奨学育英事業

292,018千円小中学校トイレ洋式化事業 及び
特別教室空調設備整備事業

小中学校におけるトイレの洋式化と特別教室の空調設置について、実施校数を増
やし、全体の整備期間を短縮して実施します。

予算概要︓Ｐ129 学校トイレ洋式化事業、特別教室空調設備整備事業

交流の創出

Ⅴ 教育文化
次世代を担う⼈と文化を
育むまちづくり
54事業 25億1,154万円
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５ 政策別の予算措置状況

新しく始まる事業をいくつか紹介します

2,700千円第３次総合計画市⺠アンケート調査事業

第3次総合計画策定に向けて、計画の各施策の重要
度・満⾜度・成果指標（ＫＰＩ）の現状値を把握する
ために市⺠アンケートを⾏います。

予算概要︓Ｐ27 第３次総合計画策定事業

内容を拡充した事業の主なものを紹介します

4,500千円⾃治会活性化支援事業

⾃治会加入促進や⾼齢化対策、子育て⽀援などに資する⾃治会独⾃の取り組みに
対して補助⾦を交付します。

予算概要︓Ｐ31 ⾃治会活動⽀援事業

1,300千円市職員資格取得助成事業

市職員の中で技術職員としての職務上必要とされる資格等の取得に要する
経費の⼀部助成について、これまで助成対象外であった受験に係る交通費等
も助成します。

予算概要︓Ｐ35 職員派遣研修事業

新ビジョンの策定
交流の創出

文化・スポーツ・観光
‣観光地域づくり・地域盛り上げ
⼈材の育成・活躍
‣男⼥共同参画の推進
コミュニティ・環境
‣地区コミュニティ振興
市役所改革
‣広聴・情報発信・SNS機能の

強化

6,160千円市⺠活動支援事業

これまでの補助メニューである、スタートアップコースとステップアップコース
に追加して、⾼齢化率50％を超える⾃治会の活性化や課題解決に向けた
取り組みに対する⾼齢化対策コースを新設します。

予算概要︓Ｐ34 市⺠活動⽀援事業

Ⅵ 地域経営
市⺠みんなで考え、
⾏動するまちづくり
30事業 30億6,153万円
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６ ゼロ予算事業

新しく始まるゼロ予算事業をいくつか紹介します

保育⼠等⼈材バンク事業

保育⼠等として働きたい希望者を登録してデータ
ベース化したものを、必要に応じて保育所等へ情報提
供を⾏い、保育所等から登録者へのアプローチを促し
雇⽤に繋げます

※ ゼロ予算事業（全体分）は、予算概要のＰ145〜Ｐ147に掲載

各種申請手続きのオンライン化

現在、対面・書面での提出が求められている諸⼿続
について、可能なものからオンライン申請へ移⾏させ、
住⺠の利便性向上と事務の効率化につなげます

地域のちからプロジェクト
（東部区域の官⺠一体による地域活性化支援事業）

東部区域が、住み続け稼げる地域であり続けるために、将来を⾒据えたストー
リーづくりや活性化に向けた人材育成及びプロセスの整理を図ります

「書かない」窓口推進事業

窓⼝における各種⾏政⼿続において、⼿書きしなければならない書類上の項⽬を
可能な限り減らした「書かない」窓⼝を実現し、住⺠の負担軽減を図ります

ゼロ予算事業とは、特別な予算を伴うことなく職員一⼈ひと
りが創意⼯夫や新しい発想のもと知識・資産・情報等を活⽤
し、政策課題の解決や市⺠サービス向上を目指す取組のこと
です
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７ 会計別の予算規模
（単位：億円、％）

事業内容 Ｒ６予算額
前年度比
（増減額）

前年度比
（増減率）

575.6 30.2 5.5%

258.4 ▲ 2.1 ▲0.8%

温泉の供給や源泉・温泉管の
整備、維持管理 0.5 0.0 0.6%

公設の浄化槽の維持管理 0.1 0.0 5.5%

天辰第一地区での土地区画整
理事業の実施 2.3 ▲ 0.4 ▲13.0%

天辰第二地区での土地区画整
理事業の実施 6.4 ▲ 3.1 ▲32.4%

入来温泉場地区での土地区画
整理事業の実施 1.0 0.1 15.5%

国民健康保険に加入している方
への医療費給付 108.3 2.0 1.9%

国民健康保険直営診療所の運
営、維持管理 11.0 1.3 13.0%

要介護・要支援認定を受けた方
への保険給付 112.6 ▲ 3.5 ▲3.0%

７５歳以上の方への医療費給付 16.2 1.5 10.0%

834.0 28.1 3.5%

※　単位表示未満の増減額は、「0.0」と表示

入来温泉場地区土地区画整理事業

国民健康保険事業

国民健康保険直営診療施設勘定

介護保険事業

後期高齢者医療事業

区 分

温泉給湯事業

浄化槽事業

天辰第一地区土地区画整理事業

天辰第二地区土地区画整理事業

①　一般会計

②　特別会計　計

合計　①＋②

（単位：億円、％）

事業内容 Ｒ６予算額
前年度比
（増減額）

前年度比
（増減率）

　企業会計　 56.9 0.4 0.6%

水道事業
水道水の供給や水源・水道管
の整備、維持管理 29.9 ▲ 0.5 ▲1.7%

簡易水道事業
水道水の供給や水源・水道管
の整備、維持管理（計画給水人
口5,000人以下の水道事業）

5.2 0.1 1.0%

下水道事業
汚水の処理や汚水管・雨水渠
の整備、維持管理 21.8 0.8 4.0%

※　企業会計の予算額は、収益的支出と資本的支出の合計額

区 分

ここがポイント

・ 一般会計は、国の政策に基づく児童手当支給事業、自治体情報システム標

準化事業や、北薩３消防本部指令センター整備事業、可愛・長浜地区コミュ

ニティセンター整備事業、防災行政無線システム更新事業などの大型投資事

業により増加しています。

・ 天辰第二地区土地区画整理事業は、国の引堤事業の減少により市事業分も

減少しています。

・ 介護保険事業は、第９期介護保険事業計画（令和６～８年度）の各種サー

ビス等の推計値を踏まえ、全体では微減となっています。
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８ 歳入予算内訳（一般会計）

・　市税は、市民税（個人分）や固定資産税（償却資産分）の減により
 △１０．６億円（△６．７％）となっています。

・　譲与税・交付金等は、普通交付税や地方特例交付金等の増により
　＋１８．６億円（＋１４．０％）となっています。

・　市債は、コミュニティセンター建設事業債（＋５．３億円）、消防防災施
　設整備事業債（＋４．２億円）等の増により＋１２．５億円（＋２９．７％）
　となっています。

・　依存財源は、地方交付税、市債等の増により、＋３７．２億円
　（＋１１．６％）となっています。

地方交付税
20.7%

国庫支出金
17.4%

県支出金
8.8%

市債
9.5%

地方消費税交付金 3.7%
地方譲与税等 1.9%

市税
25.9%

繰入金
5.3% 

繰越金 1.7%その他
5.1%

（単位：億円、％）

歳入内容 Ｒ６予算額
前年度比
（増減額）

前年度比
（増減率）

市が自主的に調達できる収入 218.9 ▲ 7.0 ▲3.1%

市税 納めていただく税金 149.0 ▲ 10.6 ▲6.7%

繰入金 基金（貯金）の取り崩し 30.2 1.8 6.4%

繰越金 前年度から繰り越すお金 10.0 0.0 0.0%

その他 使用料や財産収入など 29.7 1.8 6.5%

②　依存財源
国や県から交付されたり、割当てられる財源
や市債（借金） 356.7 37.2 11.6%

譲与税・交付金
交付税等

一定の行政サービスを行えるよう、国から交
付されるお金など 151.3 18.6 14.0%

国・県支出金
国・県から特定の事業のために交付される
補助金など 150.8 6.1 4.2%

市債 銀行などからの借入れ（借金） 54.6 12.5 29.7%

575.6 30.2 5.5%

項 目

①　自主財源

合計　①＋②

自主財源

38.0％
依存財源

62.0％

約３８％が⾃主財源

⾃主財源が多いほど、
独⾃の事業をより多く
⾏うことができます

ここがポイント
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※単位表示未満の構成比率は「0.0％」と表示

９ 歳出予算の目的別内訳（一般会計）

・　消防費は、防災行政無線システム更新事業、北薩３消防本部指令センター

　整備事業等の増により、＋１０．４億円（＋３８．４％）となっています。

・　総務費は、自治体情報システム標準化事業、可愛・長浜地区コミュニティ
　センター整備事業等の増により、＋１５．５億円（＋２３．６％）となって
　います。

・　民生費は、障害児通所支援事業や児童手当支給事業等の増により、
　＋８．８億円（＋５．２％）となっています。

・　商工費は、企業誘致事業等の増により、＋２．７億円（＋１４．１％）と
　なっています。

議会費 0.5%

総務費

14.1%

民生費

30.9%

衛生費

12.0%

労働費 0.0%
農林水産業費 3.3%

商工費 3.8%

土木費

9.8%

消防費 6.5%

教育費

8.0%

公債費

7.5%

その他 3.6%

（単位：億円、％）

歳出内容（目的別） Ｒ６予算額
前年度比
（増減額）

前年度比
（増減率）

議員の報酬や議会運営などに使う経費 3.0 0.0 0.6%

庁舎管理、財政管理、市税の賦課徴収な
ど、市役所の全般的な仕事に使う経費 81.0 15.5 23.6%

児童、高齢者などの支援や、生活保護など
に使う経費 178.2 8.8 5.2%

医療やごみなどの一般廃棄物収集処理など
に使う経費 68.9 2.4 3.6%

労働者の福祉向上や就労支援などに使う経
費 0.3 0.0 ▲4.8%

農林漁業の振興、技術の普及などに使う経
費 18.8 ▲ 1.3 ▲6.4%
商工業の振興、中小企業の育成、企業誘致
などに使う経費 21.9 2.7 14.1%

道路、河川、住宅、公園など、公共施設の整
備や維持管理に使う経費 56.3 ▲ 6.7 ▲10.6%

火災、風水害、地震等の災害から、市民を守
るための経費 37.6 10.4 38.4%

学校の管理、生涯学習、文化財保護など、
教育行政に使う経費 46.3 1.5 3.3%

事業を行うために、国や金融機関から借り入
れた市債（借金）の返済金 43.0 ▲ 3.6 ▲7.6%

緊急に支出を必要とする場合に備えて用意
しているお金など 20.3 0.5 2.5%

575.6 30.2 5.5%

※単位表示未満の増減額は「0.0」と表示

その他

土木費

衛生費

消防費

教育費

公債費

合 計

項 目

議会費

総務費

民生費

労働費

農林水産業費

商工費

ここがポイント

予算額が多い⽅から、

⺠生費、総務費、衛生

費、⼟木費、教育費の

順になっています
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市民一人当たりの予算額　　　　６２８，７８２円

薩摩川内市の人口（令和６年１月１日現在）　９１，５４２人

項 目 内 容 一人当たり 割合

民生費 福祉・子育てなど 194,294円 30.9%

衛生費 健康づくり・衛生管理など 75,454円 12.0%

総務費 庁舎管理など 88,658円 14.1%

土木費 道路や河川整備など 61,620円 9.8%

公債費 借金の返済 47,159円 7.5%

教育費 学校教育など 50,302円 8.0%

消防費 消防・救急活動など 40,871円 6.5%

農林水産業費 農林水産業振興など 20,750円 3.3%

商工費 商工・観光振興など 23,894円 3.8%

議会費 議会運営など 3,144円 0.5%

労働費 雇用促進・失業対策など 629円 0.1%

その他 災害復旧・予備費など 22,007円 3.5%

628,782円 100.0%合 計

薩摩川内市の一般会計予算５７５億６千万円を
市⺠一⼈当たりに換算してみました

市⺠一⼈当たりでは・・・
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１０ 歳出予算の性質別内訳（一般会計）

・　義務的経費は、人件費、扶助費の増により、＋６．２億円（＋２．３％）
　となっています。

・　投資的経費は、普通建設事業費の増により、＋１４．５億円
　（＋１８．５％）となっています。

・　その他の経費は、自治体情報システム標準化事業や市長・市議選、県知事
　選挙執行事業などの物件費等の増により、＋９．５億円　（＋４．８％）
　となっています。

人件費
15.5%

扶助費
24.7%

公債費
7.5%

普通建設

事業費

14.3%災害復旧事業費
1.9%

物件費

15.5%

維持補修費
2.1%

補助費等
10.2%

繰出金

6.8%

その他 1.5%

義務的

経費
47.7%

その他

36.1%

投資的

経費

16.2%

（単位：億円、％）

歳出内容（性質別） Ｒ６予算額
前年度比
（増減額）

前年度比
（増減率）

毎年必ず支出しなければならない経費 274.3 6.2 2.3%

人件費 職員の給料などに使う経費 89.1 1.4 1.6%

扶助費
生活保護費、障害者支援費などの、福祉や
医療に使う経費 142.2 8.3 6.2%

公債費
事業を行うために国や金融機関から借り入
れた市債（借金）の返済金 43.0 ▲ 3.5 ▲7.6%

②　投資的経費
支出効果が資本形成に向けられ、施設等、
将来に形が残るものに対する経費 93.0 14.5 18.5%

普通建設事業費
道路、学校などの建設や大規模改修など、
都市基盤の整備にかかる費用 82.2 14.5 21.4%

災害復旧事業費
大雨、暴風、地震などの災害により、被災し
た施設の復旧に係る経費 10.8 0.0 0.4%

③　その他の経費 208.3 9.5 4.8%

物件費
光熱水費、消耗品費、通信運搬費、委託料
など 89.3 7.7 9.4%

維持補修費 施設の修繕等に使う経費 11.9 1.4 13.7%

補助費等
各種団体に対する助成金や一部事務組合
への負担金など 59.1 2.4 4.2%

繰出金 特別会計の収入を補うための経費 39.3 ▲ 1.7 ▲4.1%

その他
基金（貯金）への積立金や各水道事業に対
する出資金など 8.7 ▲ 0.3 ▲3.2%

575.6 30.2 5.5%

※　単位表示未満の増減額は、「0.0」と表示

合計　①＋②＋③

項 目

①　義務的経費

ここがポイント

約４８％が義務的経費

必ず⽀出しなければなら

ない義務的経費が約半分

を占めています
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家計簿の区分 実際の歳入予算の区分 家計の収入 割合

給料 市税 103,000円 25.8%

パート収入
負担金・使用料・諸収入・財産収入・
寄附金など 21,000円 5.3%

親・兄弟からの援助
地方交付税・国県支出金・各種交付
金など 210,000円 52.5%

預金の引き出し 繰入金 21,000円 5.2%

ローン 市債 38,000円 9.5%

繰越金 繰越金 7,000円 1.7%

400,000円 100.0%

家計簿の区分 実際の歳出予算の区分 家計の支出 割合

食費・光熱水費・日用品費などの日
常生活費

人件費・物件費 124,000円 31.0%

ローン返済 公債費 30,000円 7.5%

医療費・保育料 扶助費 99,000円 24.8%

子どもへ仕送り 繰出金 27,000円 6.7%

電化製品購入・家の増改築修繕 普通建設事業費・災害復旧事業費 65,000円 16.3%

保険料・自治会費など 補助費等 41,000円 10.3%

電化製品の修繕 維持補修費 8,000円 2.0%

預金 積立金など 6,000円 1.4%

400,000円 100.0%

合 計

合 計

支出

収入

薩摩川内市の一般会計予算５７５億６千万円を、１ヶ月当たり
４０万円（年収４８０万円）の家計に例えてみました

予算を家計簿に例えると・・・
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１１ 参考資料（前年度との⽐較）

■全会計の職員数と月額会計年度任用職員数
（単位：人）

区 分 Ｒ５ Ｒ６ 増減

職員数（再任用職
員含む）＋月額会
計年度任用職員数

1,536 1,538 2

■一般会計当初予算額
（単位：億円）

区 分 Ｒ５ Ｒ６ 増減

人 件 費 87.7 89.1 1.4

■一般会計当初予算額
（単位：億円、％）

区 分 Ｒ５ Ｒ６ 増減

67.7 82.2 14.5

(86.7) (87.4)

10.4 11.9 1.5

(13.3) (12.6)

合 計 78.1 94.1 16.0

普 通 建 設 事 業 費

維 持 補 修 費

人件費は、会計年度任⽤職員への勤勉⼿当などが増加しています
職員数は、職員・⽉額会計年度任⽤職員が増加しています

普通建設事業費は、可愛・⻑浜地区コミュニティセンター整備事業、
北薩３消防本部指令センター整備事業などが増加して、維持補修費は、
道路維持補修事業などが増加しています

（２） 普通建設事業費、維持補修費

（１） ⼈件費、職員・会計年度任⽤職員数

※ 表の下段括弧内は、合計額に対する各経費の割合である。
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（３） 市債残高

■年度末市債残高

（単位：億円）

区 分 Ｒ５ Ｒ６ 増減

一 般 会 計 333.3 346.3 13.0

全 会 計 465.0 477.8 12.8

市⺠一⼈当たりでは︖

（単位：円）

区 分 Ｒ５ Ｒ６ 増減

一 般 会 計 361,309 378,296 16,987

全 会 計 504,076 521,946 17,870

■年度末基金残高
（単位：億円）

区 分 Ｒ５ Ｒ６ 増減

財政調整基金 78.2 66.1 ▲ 12.1

減 債 基 金 12.2 12.2 0.0

そ の 他 基 金 71.5 59.3 ▲ 12.2

基 金 合 計 161.9 137.6 ▲ 24.3

（単位：円）

区 分 Ｒ５ Ｒ６ 増減

基 金 合 計 175,505 150,314 ▲ 25,191

【参考】　各年の１月１日現在の住民基本台帳人口

（単位：人）

区 分 Ｒ５ Ｒ６ 増減

住民基本台帳人口 92,248 91,542 ▲ 706

市債残⾼（借⾦）は、
必要な事業を実施する
ため、市債の借入れが
増え、増加しています

基⾦（貯⾦）残⾼は、必
要な事業を実施するため、
基⾦を取り崩したため、
減少しています

（４） 基⾦残高

市⺠一⼈当たりでは︖
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